
授業概要
　今日の現代世界では、グローバリゼーションの進展が続く一方で、地域それぞれ
の経済・社会・文化のありかたが重要な役割を果たしている。
　この講義では、地域をめぐる様々なテーマ、特に社会・文化や歴史的観点に焦点
を当て、種々の地域がもつ「地域性」がどのような要因により形成されてきたのか
を考察する。この講義を通じて、地域の社会や文化、歴史が、地域経済や産業にも
多様な関係性をもっていることが示唆されるだろう。
　本講義を地域に関するテーマを学ぶ人のための道標としてほしいと考えている。

　①地域の理解に必要な概念や理論を習得する
　②地域の実態を把握し、今後の展望や課題を見抜く能力を身につける

到達目標

1

1 イントロダクション

2 自然環境と人間社会

3 空間認識

4 食文化と地域

5 言語と地域

6 宗教観と地域

評価の方法と基準
　試験(80％)、平常点(20％) 　「経済地理学」とあわせて履修すると、地域の総合性に対する理解が深まります

。
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地域を捉える(1)

はじめに

地域を捉える(2)

社会・文化と地域(1)

社会・文化と地域(2)

社会・文化と地域(3)

7社会・文化と地域(4)民俗文化と地域

8社会・文化と地域(5)現代文化と地域

9社会・文化と地域(6)現代文化と地域

10現代から読み解く地域
(1)

少子高齢化と地域

11現代から読み解く地域
(2)

地方制度と地域

12 公共交通と地域現代から読み解く地域
(3)

13 移動の歴史と地域歴史から読み解く地域
(1)

14歴史から読み解く地域
(2)

都市構造と地域

15歴史から読み解く地域
(3)

町並み保存と地域
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